
■会　期︓2025 年 1 月 27 日（月）～ 1 月 31 日（金）
■会　場︓学校法人文化学園 遠藤記念館大ホールほか（東京都渋谷区代々木 3-22-1）
■特設サイト︓ https://bfgu-bunka.ac.jp/bfgufw/17/
■申し込み︓修了ショーのみ事前申込制  < 2025 年 1 月 21 日 ( 火 ) 締切／特設サイトより >
■後　援︓一般財団法人 日本ファッション協会／一般社団法人 日本アパレル ・ ファッション産業協会／一般社団法人 日本ファッション ・ ウィーク推進機構／
　　　　　　　繊研新聞社／文化出版局

［お問い合わせ先］　文化ファッション大学院大学 教学事務室
〒151-8547  東京都渋谷区代々木 3-22-1 　［Tel］03-3299-2711 　［Fax］03-3299-2714
［E-mail］otoiawase@bfgu-bunka.ac.jp 　   ［Web］https://www.bfgu-bunka.ac.jp/

第 17 回 文化ファッション大学院大学ファッションウィーク（BFGU FW）開催概要

学校法人文化学園 文化ファッション大学院大学（BFGU）概要

ファッションの専門職大学院、 文化ファッション大学院大学 ( 学長︓櫛下町 伸一、 渋谷区代々木 ) は、 2025 年 1 月 29 日 ( 月 ) ～
31 日 ( 金 ) に 「文化ファッション大学院大学ファッションウィーク (BFGU FW)」 を開催いたします。 このイベントは、 院生の研究成果の発
表を通して、 新たな知財創造ビジネスの可能性を見出す場として位置づけられています。 第 17 回を迎える今回は、 ファッションクリエイショ
ン専攻によるファッションショーや作品展示、 ファッションマネジメント専攻による研究発表など、 革新と進化が求められるファッション産業界にお
いて、 クリエイション、 ビジネスの視点から多様な価値観を提案します。

【国内唯一のファッション分野の専門職大学院】 ショー ・ 展示 ・ 研究発表を 5 日間にわたり開催
『第 17 回文化ファッション大学院大学ファッションウィーク（BFGU FW）』

会期︓2025 年 1 月 27 日 ( 月 ) ～ 1 月 31 日 ( 金 )

Press Release　
報道関係者各位 2025 年 1 月 10 日

（学）文化学園 文化ファッション大学院大学

※1 がついたプログラムは会場の来場者数を制限しているため一般の方のご来場については＜事前申込制＞とさせていただきます。
※2 がついたプログラムは学内公開のみとなります。 がついたプログラムは特設サイトで LIVE 配信を行います。

ファッションテクノロジーコース 2 年次修了展示
ファッションテクノロジーコース 1 年次終了展示
2 年次︓エントランス ・ サンルーム（C 館）
1 年次︓遠藤記念館ギャラリー（F 館）

ファッションデザインコース 2 年次修了展示・協賛特別展示
ファッションデザインコース 1 年次終了展示
2 年次︓遠藤記念館大ホール ・ ホワイエ（F 館）
1 年次︓遠藤記念館大ホール（F 館）

ファッション経営管理コース 1 年次基礎研究発表※2
I-22（I 館2階）・G-301・G-302 講義室（G館3階）

ファッション経営管理コース 2 年次修了研究発表※2
スペース 21（C 館 20 階）

ファッションデザインコース ・
ファッションテクノロジーコース 2 年次修了ショー※1
遠藤記念館大ホール（F 館）
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1 月 27 日 ( 月 ) 1 月 28 日 ( 火 ) 1 月 29 日 ( 水 ) 1 月 30 日 ( 木 ) 1 月 31 日 ( 金 )プログラム ／ 会場

プログラム詳細

▶LIVE

▶LIVE

（1 年次のみ）

100 年以上にわたり日本のファッション教育を牽引してきた学校法人文化学園の実績とノウハウを結集し、 日本最初で唯一のファッション分野の専門職大学院として 
2006 年に開学。 ファッションビジネス研究科の下、 ファッションクリエイション専攻（ファッションデザインコース、 ファッションテクノロジーコース）、 ファッションマネジメント
専攻（ファッション経営管理コース）を設置。 コースごとに実践的なカリキュラムを構築し、 それぞれに高い専門性を備えた人材を育成しています。


